
 

 

 

 

 

   
西南中学校で９月１２日に「花巻空襲」 

の出前授業を行いました。西南中学校では 

毎年、１年生の時に高村光太郎の学習をし 

ているとのことで、花巻空襲後に光太郎が 

「非常の時」という詩を書いていることに 

関わって、その花巻空襲がどんなものだっ 

たのかを学ぶための出前授業でした。 

空襲に関する解説を聞き、実物資料を観 

察することで、光太郎が詠んだ詩の背景が 

実感を伴った理解になったようです。 
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【裏面に続く】 

９月の出前授業の紹介 
参考：光太郎の詩「非常の時」 
※空襲時に自らの命を顧みず負傷者を 

救護した医師や看護学校生の話を聞 

き、感銘を受けて作ったとされる。 

※「襟を正し」「凝然として」等から、 
強い衝撃だったことが伺われる。 

西南中学校の出前授業の様子（１年生） 
生徒代表の感想（一部省略）「戦争は兵士だけじゃなくて民間の人たちも被害に

あっていた。戦争は怖いものだというのはわかっていたけど、ただ怖いではなく

恐怖だということが分かった。資料などを見る限りとても大変な時代だったんだ

なと感じた。」「花巻が狙われた理由は、軍需物資の輸送や兵員の輸送を断ち切

るためだということが分かった。自分も同じ花巻にいるので、怖いなと感じた。」 

     兵士の階級を 

図入りで解説 

した表 

花巻空襲で投下

された 500 ポン

ド爆弾と背比べ 



 
 
 
 

若葉小学校の６年生は、総合的な学習で「命・平和」を取り上げ、その学習成果を

学習発表会で発表するという計画を立てて学習してきたそうです。戦争に関するＤＶ

Ｄを鑑賞したり空襲についての調べ学習をしたり 

した流れで「花巻空襲」を学ぶために、博物館の 

出前授業を９月２０日に行いました。 

他校と同様に、スライド解説の途中で爆弾との 

背比べを設定。若葉小では、たくさんの人たちが 

前に出てきて爆弾の大きさを実感しました。 

実物資料の観察は、多人数（120人）のため二 

つに分かれて実施。入れ替えの手間はあったもの 

の、実物を見たことで理解は深まったようです。 

最後の感想では「ネットや本では調べられない 

ことが分かった」「軍隊には位があることを初め 

て知った」などの感想が出され、有意義な学びだ 

ったことが感じられました。 

 

 

 

 

 

９月３０日（土）から開催している「かがくいひろしの世界展」は、初日から、県 

内外から多数の人が来館し、活況を呈しています。小さ 

いお子さんには、特に「アトラクション映像」が人気に 

なっています。 

かがくい氏の絵本を知っ 

ている人はもちろん、知ら 

ない人でも、氏の圧倒的な 

             作品の数々を見て、とても 

驚き、感動されるようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月８日（日）には、聖心女子大 

教授の水島尚喜氏をお迎えして、記念 

講演会が行われました。水島教授は、 

かがくい氏の親友であり、今回の世界 

展の監修者でもあります。 

講演では、かがくい氏の人となりや 

学生時代のエピソードなど、書籍では 

わからない姿を話されていました。 

 

９月の出前授業の紹介その２：小学生「戦争と花巻」  

 

花巻空襲で投下

された 500 ポン

ド爆弾と背比べ 

これが爆弾モデル 

 

  
 

 

 

 

入口前 

受付 

「わたしの 

好きなもの」 

アトラク 

ション映像 

自作教材など 

代表作「だるま

さん」コーナー 

これもすごい！

立体作品など 


